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「内外情勢の回顧と展望」は，公安調査庁ウェブサイトでも御覧になれます。

http://www.moj.go.jp/psia/

はしがき

公安調査庁は，「破壊活動防止法」と「無差別大量殺人行為を行った

団体の規制に関する法律」（団体規制法）に基づいて，オウム真理教に

対する観察処分を実施するなど，団体規制及び規制のための調査を行う

とともに，我が国の情報コミュニティの一員として，国際テロや北朝鮮

情勢など国内外の情報の収集・分析に取り組んでいます。

この「内外情勢の回顧と展望」（平成25年版）は，平成24年における

内外公安動向を回顧し（11月末現在），今後を展望したものであり，本

書が国内外の治安情勢を理解する一助となることを願ってやみません。

なお，本文中，特に断りのない限り，「○月」との表記は，原則とし

て平成24年（2012年）の当該月を指し，本文に記載した人物の肩書きは，

当時のものとしています。
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